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設 立

本団体は1928年にコペンハーゲンにおいてヨーロッパの16ヶ国が学際的な
研究によって第四紀の環境変化に関する理解を深めるために設置した組織が
最初で、1965年に開催された第７回⼤会から現在の名称となり、現在に
⾄っている。多分野にまたがる第四紀学を代表する世界で唯⼀の団体。
現在は、⽇本学術会議が参加する国際学術会議のユニオンメンバーの⼀つ。

目 的

最も新しい地質時代である第四紀（258万年間）における地球環境の変化、
また⼈類との関係を明らかにするため、俯瞰的また学際的視点からの研究を
促進すること、また途上国・若⼿の研究者育成と国際協⼒を促進すること。
最新の地質時代における地球環境変動の規模と進⾏速度の解明は、地球規模の環境
変動の現状と将来予測を評価する上で最も重要です。気候変動、地震・津波・⽕⼭
活動、⼈間活動の影響など、これらを多分野から総合的に、学際的に扱うのが第四
紀学です。
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258万年前から現在までの地質時代で気温や海⽔準などが⼤きく変動した時代．
気候の寒冷期(氷期)と温暖期(間氷期)が繰り返し，海⽔準は100m以上も変動した．
⼈類は，原⼈から現⽣⼈類へ進化．

底生有孔虫殻の
海洋酸素同位対比
変動曲線 LR04

高

海
水
準

低

暖

寒

高

気

温

低

0.129 0.774

チバニアン

第 四 紀

更新世
完新世

500万年前300万年前200万年前100万年前

第四紀 (Quaternary)
1.17万年前

新第三紀

鮮新世

第四紀は更新世と完新世に分けられ，中期更新世が
2020年にチバニアンと命名された．
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本日のシンポジウムはチバニアンが終わる12.9万年前以降を対象にしています。12万年前は、現在よりも暖
かく最終間氷期と呼ばれ、海水準は今よりも5-10m高かったと推定されています。その後、最終氷期と呼ば
れる寒冷期に向かい、約２万年前に最も海水準が低下しました。この寒冷化に伴って現生人類（ヒト）は、
アフリカを離れ世界に拡散してゆきます。日本にも38,000年前には到達していたことがわかっています。
最終氷期の最盛期が終わると急速に温暖化が進み、縄文文化など様々な文化が展開されるようになります。

気候や環境の変動がどのように人類に影響を与え、人類が応答してきたか。本シンポジウムのテーマとなり
ます。
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